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マルチメディアの世界と情報テレビ

放送(地上衛星),通信回路に接続された次世代の情報テレビは,従来のテレビ放送,パッケージメディアはもちろんのこと,ディジタル放

送,双方向CATV,インターネットに接続して,一元化された文字,映像画像音声情報を再生する家庭用マルチメディア端末になると考える0

また,インターネットを介してデパートなどヘアクセスすることで,ホームショッピングとしての普及も期待できる｡ニの情報テレビをはじ

め,さまざまな分野でのマルチメディア端末を支える技術には,画像圧縮などのシステム技術やマイクロプロセッサなどの電子デバイス技術が

ある｡

マルチメディアとは,放送,通信,パッケージなど種々

の媒体で伝達,配信される,ディジタル信号に変換され

た文字,画像,映像,音声情報を一元的に,かつインタ

ラクティブに取り扱う技術である｡これにより,これま

で個別に発達してきた放送,出版,エンタテインメント

などを統合した,新しいサービスヘの具体的な取組みが

進められている｡そして,このマルチメディアサービス

を,家族といっしょにリビングルームで楽しむための端

末として,例えば情報テレビが管場する｡情報テレビは,

操作の複雑なパソコンに代わって,放送だけでなく,種々

のパッケージメディアや,家庭に張り巡らされた光ファ

イバ経由でのインターネットヘのアクセスまで,あらし中

る情報メディアの再生装置として,現行のテレビに置き

換わる可能性を秘めている｡

このようなマルチメディア端末の実用化を支える技術

には,酬象圧縮をはじめとするシステム技術や,ミドル

ウェアを実現するためのマイクロプロセッサなどの電子

デバイス技術がある｡

I11立‾製作所半導体市業部
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1.はじめに

マルチメディアの他界では,文字,映像,州象,許パーi

恰糀が一元仙二,かつ,インタラクティブに拭われる｡

これまでにも､1チャネル分のテレビ放送′E帥kで,垂加rl

と静+_卜川前幸lほ多重するプ詣貧や,軌軸と文判苗報を多市

する文一f:放送が賀川化されたが,本柄杓に普及するには

1三っていなかった｡その似l司の--･つは,映像す;一言-1J一をアナ

ログf.-iうJ一のまま多最化していたために,視聴満が満足す

るだけの恰純量を伝達できなかったためと考える｡

しかし,′卜‖では,大谷韻メモリを川いた高能率州象

J仁締結紺;iの′犬川化と,マイクロプロセッサの仁引朋巨化が

もたらしたパソコンの普及により,すべての怖報をディ

ジタルイさキーり一のままで一j己的に処理できるようになった｡

これらの技術的インフラストラクチャーを恭磐に,ディ

ジタル叩命ともいうべき速さでマルチメディアの時代が

到米し7ご｡いうまでもなく,その上子辻は,インターネッ

トとパソコンであり,エンタテインメント,ホームショ

ッピングなどの新しいサービス形態を/1三み.L_11した｡/ト綾

は,十ll摘iテレビをはじめ,いろいろな分野でのマルチメ

ディア端末化が進むと思われる｡

ここでは,それらの撃乱打,を‾支えるシステム技術と屯‾1′一

デバイスとのかかわり,およびその垂加fIについて述べる｡

2.マルチメディアを支える技術

2.1高能率画像圧縮技術

今Il,帥像址縮技術としてよく知られているMPE〔;

は,大谷二王如)メモリを駆任してフレーム｢耶∋=号化､軌き

帥作Lirl二交変挟により,剛毅の冗長性を削減する手法で

ある｡符1jイヒされたr映像信号のイ去送適性0)比較を図1に

ホす｡テレビfi言一号の伝送速度は,83～165Mビット/s柑空

である｡CIF､Q-CIFは,それぞれ,テレビ仁号の内面サ

イズ､を‡,÷に削減して角引象度を落としたものであり,

フレームl勺符号化によるJPEGは,垢信号の約÷得度の

r-‾l一三縮率である｡これに対して,MPE(i2では悦信号からほ

とんどll甘げ描化がなく約士から去程度まで,MI)EGlで

は志から詰までJ上縮できる｡

2.1.1 MPEGI

MI)EGlはCD,DAT(DigitalAudioTape),ハードデ

ィスクなど,1.5Mビット/s程度の記録媒体に映像を著ぎ

稗するために規格化された｡

応川分野としては,約1時間の映像を市子卜するビデオ

CDが製｢【..事,化されている｡伸長JIJLSIは,映像,音声処甥l

28

∩)

∩)

∩)

〔〕

∩)

0

8

6

4

ウL

(
∽
＼
エ
.
ホ
]
∑
)
髄
親
朔
順
一

Q

Q Q
NTSC CIF Q-CIF JP巨G MPEG2

(MP@Mい

MPEGl

注:略語説明 CIF(Common仙termedi釦eFo｢mat)

Q-Cl[(Quarter-CIF)
JP[G(JomtPhotographic∈×PertSGroup)

MP@ML(M∂in Prof‖eatMain Leveり

図1 伝送速度の比較

ディジタル化したNTSC方式映像信号を処ま里するためには約100

Mビット/sの伝送速度が必要とされる｡MPEG2で符号化するとによ

り,伝送速度を約七から去程度まで低減できる｡

を1チップ化したものが二i三流である｡/ト後は,ビデオCI〕

で必‾安な機能をすべて集横した一剖11LSIが三貴場すると考

える｡

2.ト2 MPEG2

MPE(i2は,伝送速度として16Mビット/sを11標に,現

行方式からⅠIDTV(High DefiIlitiollTelevision)‾方式ま

で含んで規格化された｡二呪行のテレビ信号は3～6Mビ

ット/sで,ⅠⅠⅠ)Tl｢方式は15～2()Mビット/sで仁三送できる｡

応j‾lI分野としては,米l_t+で､衛星を使ったディジタル放

送で実川化されている｡また,Ⅰ)VDにも採什jされ,CDと

川一サイズのディスクで放送局柑､I今の臼j‾巾門の軌叫を約

130分再/l三できる｡

2.2 画質生成技術

コンピュータグラフィックス技術は,複雑化するマル

チメディア機読;音の操作性を改汚するためのGUI((;raphi-

calUserIlュterface)とLて哉適である｡簡i‾ilな二次元の

軌州像粗宴は,マイクロプロセッサでリアルタイムに発

/トできる｡このGUIによる操作性の改善は,カー ナビゲ

ーション システムですでに実川化されている｡

2.3 画像伝送技術

画像圧縮技術により,ぢユ行放送とl司じ帯域で複数の番

組を†よ送するマルチチャネルサービスや,Ⅰ喜碓iば印央像サ

ービスが実収できる｡また,現行¢)過信卜り繰も人都‾刑言与J

は,2.4(iビット/sの光幹線ですでに接続されており,将
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来は各′家庭まで光ファイ′ヾで接続される計内もある｡デ

ィジタル信号の変調〟式は,ゴーストに強いOFI)M

(OrthogonalFreqtlelTCy DivisiollMultiplexing:迫二交

糊波数分割多毛)方式や,CN(Carrier-tO-Noise)比劣化

に強いQl〕SK(Quadraphase-Shift Keyillg)方式,QAM

(Quadrature AITlplittlde ModulatioIl)‾方式が検討され

ている｡

2.4 画像蓄積技術

家庭川のf印象苔稗メディアとしては,圭一主夫8時間のテ

レビ信り-をFM(Frequency Modulatioll)安翻してアナ

ログl;己鎚ができるVHSん式Vl､Rが広く普及している｡

近年,′大川化,あるいは`長川化が公表されているディ

ジタル州像苗横メディアを表1にホす｡磁妄もテープメデ

ィアでは,VHSソj■式と卜付/J二挽¢)あるD-VHS方式が､約

44(ンしイト,MPEG2和当の蜘像を7=引払言L録すること

ができる｡一方,6nllll帖の新テープを川いるDlrC‾〟式

では,約11(ンぐイト,1=利札三+録することができる｡光

ディスクメディアでは,ビデオCDが総容量650l{バイト,

Ml)EGl柏ウキのド1巾像を約1峠l椚ヰ/卜できる｡19!)6年末か

ら穏場するDVDでは,総容二手止4.7Gバイト,MPE(;2川ソ1

の痢ぜ乍で約2‖劃耶年′とすることができる｡

Ⅰ十1/IiSVTRは,ディジタル放送などを記録するメデ

ィアとLては,コストパフォーマンスのノ･ご.げ､士良過と考え

る｡Lかし,抹作性の一･∴げ光ディスクがイ付け､あり,/卜

後背場するⅠ)ⅤⅠ)-RAM(1ね11血nlAccessMemol-y)と口

的にん』じて使い分けられるものと一班われる｡これらの機

岩誌に川いるデバイスは,ASIC(ApplicationSpecificIC)

によるディジタルⅠノSIとメモリ,マイクロプロセッサな

ど汎朋デバイスの組合せである｡

表1 伝送速度の比較

表庭用の画像蓄積メディアには,磁気テープと光ディスクがあ

る〔)磁気テープは記毒景容量が大きく,光ディスクは操作性が良い〔J

項 目

磁気テーフ 光ディスク

単 位

D-VHS DVC CD DVD

総記録容量 44.4 1l.3 0.65 4.7 Gバイト

記録時間 420 60 74 133 分

伝送速度 【4.1 25 l.5 最高10 Mビット/s

圧縮方式
画像

(MPEG2*)
DCT

MPEG】
MPEG2

音声
Zナー‾ユノノヨた･.･

16ヒノ＼･ユ2KHこ･

AC-3*串

MPEG

注:略語説明など

D-VHS(DigitalVideo HomeSystem)

DVC(Digit∂lVideoCassette),VCD(VideoCompact Disc)

DCT(DiscreteCosineTransform)

*ビットストリーム記録

**ドルピー社が開発したサラウンドシステムの名称
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図2 CPU性能とメモリ集積度

マイクロプロセッサの性能は】0年で100倍に,半導体メモリの集

積度は3年で4倍に向上している｡

2.5 電子デバイス技術

マルチメディア情報を処理するためのキーデバイスで

ある,マイクロプロセッサと半導体メモリのトレンドを

図2に示す｡マイクロプロセッサの処〕蟄性能は1()午で約

10∩倍に,半導体メモリ集積度は約3年で4倍にそれぞれ

向上している｡

2.5.1マイクロプロセッサ

文字,画像,音声情報を視聴者が認識できる情事】･いニリ

アルタイムで変挟Lながら山ノJし,かつ,インタラクテ

ィブにこれらの情報をソフトウェアで処押するために

は,非常に高速なマイクロプロセッサが必要になる｡マ

ルチメディア端末や携帯型端末では,命令数を減らして効

率化を図ったRISC型が主流になっている｡｢卜打彗封印ナは,

消費電ノJ当たりの性能がトップレベルのSuperH(StI)

RISCプロセッサを製品化している｡

2.5.2 半導体メモリ

前述したように,高能率な画像圧縮を実現するために

は,高速,大容量メモリが不吋欠である｡また,ディジ

タル信号でパケット化した文字,映像,音声情報をリア

ルタイムの情報に復元するためのバッファメモリにも,

高速アクセスが要求される｡これらのニーズに対して,

半導体メモリの容量は,2000年には256kビット～1G

ビットが量産レベルになるものと期待されている｡256k
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入力
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キーと
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チューナ
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誤り

訂正

SH7708(SH-3)

(60MIPS)
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システム制御

GUl

(2D.2.5D.3D)

16M SDRAM

MP巨G2

ビデオ･
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符号化
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(a)構成

ビデオ

ビット

3.8Mヒット/S

5.8Mビット/S

レート 7.2Mビット/s

15Mビット/S

14≡;≧

;‡≡18≡≡≡≡

注:

E】(処理期間)

⊂】(空き期間)

≡≡≡≡≡22≡≡…≡≡≡

0 20 40 60 80 100(%)

条件:

･メモリ:512kハイトシンクロナスDRAM.16ビットハス

･CPU:32ビットRISC@27MHz 4kバイトキャッシュ付き

●オーディオ:224kビット

(b)必要なCPU性能

注:略語説明ID(ldentification),Demux(Demultjplexer),SDRAM(SynchronousDynamjcRandomAccessMemory)

DACs(Dig舶トto-AnalogConve｢te｢s)

図3 STB(SetTopBox)の構成
ディジタル放送を受信するSTBでは,専用LSlなどのハードウェア技術とマイクロプロセッサによるソフトウェア技術を融合してコストパフ

ォーマンスが改善できる｡

ビットメモリでは,MPEGl相当の動画を約3分,1Gビ

ットでは約10分蓄積できるため,新しいアプリケーショ

ンの登場が行たれる｡

3.マルチメディア端末での実用化例

家庭用マルチメディア端末は,機能を絞り込んプごパソ

コンや,ゲーム機器をベースに発脱することが考えられ,

ディジタル放送を受信するためのSTB(Set Top Box)

もその候補の一つである｡マルチメディア端末では,複

合化,多重化したディジタル情報の処理,複雑な操作を

省く高度なユーザーインタフェースなどのソフトウエア

と,MPEGデコーダなどのハードウェアを融合したシス

テムソリューションが,より優れた装置を構成するうえ

での重要なポイントとなる｡

STBの構成を図3(a)に示す｡MPEG2システム規格で

規定されたビットストリームから,映像と音声データを

取り出すDemux処理とユーザーインタフェースにマイ

参考文献

クロブロセッサを･採用している｡Demux処理に必:安なプ

ロセッサの能力を測定したものを同国(b)にホす｡MPEG2

(MP@･ML)の最大転送速度15Mビット/s時の処理は,
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で実二呪できるので,残りの59%をシステム制御やユーザ

ーインタフェースに割り)11てることができる｡

4.おわりに

ここでは,マルチメディアを‾支える技術と電子デバイ

スとのかかわり,およびそれらの動向について述べた｡

近い将来には,現行テレビとパソコンとが融合した家

庭川マルチメディア端末が登場するものと予想される｡

そこでは,高性能マイクロプロセッサと大容量メモリな

ど一益子デバイス技術と,ソフトウェアとハードウェアの

融合した新しいシステム技術が基本となるものと考える｡

今後も,マルチメディアの核となる電子デバイスの開

発に力を注いでいく考えである｡
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